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　この研究は、平成21～24年度に科学研究費補助金（基
盤研究（A））を受けて行ったものです。発展途上国を調査
対象とする研究者が中心となり、用いる調査手法やアプ
ローチは異なるものの、調査対象地の共通性を通じて、視
点や手法を融合することを目指しました。この研究のメン
バーは、全員が「比較教育学」という分野の専門家ですが、
定性・定量手法、国の政策分析、授業分析、国家間を比較
したメタ分析など、様々な手法や研究視角を持った人々が
混在しています。相いれないとも見える研究観を持つ人々
が共働しようとした背景には、1つの学問分野にいながら専
門によって細分化する傾向を乗り越え、今日的な研究課題
に取り組むための新しい方法論、アプローチを生み出そうと
いう思いがありました。

　研究活動は、主に2種類の方法で行いました。1つは、
「発展途上国」と特化せず、比較教育学という学問分野全
体がどのように認識、実践されてきたかを把握し、議論を促
進すること。もう1つは、特定の途上国に焦点を当て、実際に
異なる研究手法を持つ研究者同士でチームを組んで海外
調査を行うことでした。
　第1の活動分野である学問観の整理と議論に関しては、
平成21年11月に学会員の研究姿勢やよく使う手法、依拠
する理論、調査対象などについてアンケート調査を行い、そ
の分析結果の発表を通じて、学問論の議論に貢献すること
を試みました。この活動をきっかけに、科研費の研究課題に
参画していたメンバー以外からも多くの執筆者を得て、平成
25年2月に『比較教育学の地平を拓く―多様な学問観と知
の共働』（東信堂）という書籍を刊行しました。

　第2の活動に関しては、モルディブとガーナに研究者の
チームを派遣し、モルディブでは、（1）カリキュラム分析、（2）
市民性育成教育に関するアンケート調査、（3）国際的な教
育課程修了認定試験を受けるモルディブ学生の成績に影
響する要因分析、（4）イスラム宗教教育の状況調査を行い
ました。また、ガーナにおいては、伝統的徒弟制度と公的教
育制度の相互補完性に関して（1）政策分析、（2）徒弟の
技能獲得過程に関する民俗学的調査、（3）職業教育課程
の学校でのアンケート調査を行いました。このフィールドワーク
に参加した研究者によって、複数の論文が刊行されたほか、
モルディブでは、同国教育省と共催で成果普及のワーク
ショップを開催しました。

　この研究は、中堅研究者の発信による、「比較教育学」と
いう学問分野の自己確認という側面がありました。同時に、
私自身にとっては、米国の大学で学んだ教育学を、自分の
研究フィールドであるアフリカや日本の社会に当てはめること
の制約や居心地の悪さを、教育研究の本質の問題意識を
見失わずに、いかに視点を変えて脱構築し、乗り越えるかを
研究実践の中で考える機会でした。下記の補助事業期間
中にはそこまで成し遂げることはとうてい無理でしたが、今後
は、発展途上国教育研究、特にアフリカ研究の視点から、
既存の教育学の発想や理念に対して新しい視点を提示し
ていければと思っています。

平成21-24年度　基盤研究（A）「発展途上国教育研究の
再構築：地域研究と開発研究の複合的アプローチ」

モルディブ共和国の研究成果発表会にて、
教育大臣と共同研究者と共に

ガーナ：調査を行った小学校で モルディブの女子中学生
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